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炭焼き体験の炭だし作業
23日（日）午前9時30分に作業を始めました。製品は160ｋｇの真新しい木炭が誕生しました。この木炭の生産にかかわったのは、下草刈：3人、原木の切出しと運び出し1回目：6人、同じく2回目の原木の切だしと伐採と運び出し：6人、太い原木の割り作業：4人、原木の窯詰め：5人、着火：4人、火守り：2日間×1人、火守り：2人、火力調整と炭の窯出し：6人　延べ人数31人がフタッフをやっていただきました。人件費を計算するとこれでは大赤字必定なのです。とても採算が合いませんから、炭焼きをする人がドンドン少なくなって、里山が荒れ放題になってきているのです。
里山展が25日から始まりました。
作品や活動紹介のパネルは50点が掲示されました。広いフロアに展示することはなかなか調和がとれず、そして里山の会の個人作品の発表ではなくて、会員みんなが力を合わせて築き上げた成果を市民の皆さんに発表する場として活用しています。京田辺市の姿をありのままに活動を通じて現在がどうなのか伝えられたらと、取り組んでいます。山下　伊藤　森島　大村　山田さんが飾り付けを進めていただきました。ご苦労様でした。絵画クラブは3人：7点の作品を展示しました。　台風18号の被害状況の報告では京阪鉄橋　流れ橋　そして京田辺市での浸水箇所についてデータ―標示となっています。また里山農園の紹介ではパネル8枚が掲示されています。里山の会直産の木炭で会場の雰囲気が和まされています。心憎い演出ですね。里山農園の活動紹介では6枚のパネル展示となっています。一昨年昨年に開花したササユリの写真が印象に残りますね。
「木津川読本発刊」のお知らせでは楽しいなあという気持ちが伝わってきます。次に南山城大水害60年3回連続講演会報告は4枚のパネルで3連続講演会の様子がわかりやすくできています。植物部会の木津川堤防の植物調査では、区域を分担して地道な調査観察の継続による様子が伝わります。環境部会木津川一斉水質調査3年連続調査から見えてくるものとして丁寧な解説が魅力的です。今回の展示はいずれも現地現場主義を貫いた活動を紹介しています。
木津川展　第1ラウンド22日から開始　　
第2ラウンド28日から3月2日まで始まります。せいぜいご覧ください。前半で130人が来館されました。展示は17団体から展示されています。特に木津川上流域から西河川レンジャーさんや「伊賀水と緑の会」からの参加があり、これまで最も多くの出展となり、かつてない充実した展示です。京都新聞社などから取材がありました。
3月1日　第18回自然と環境講演会　間じかに迫る　こぞってご参加を　
両佐々木さんの講演に大きな期待の声が届いてきます。会場席は60人で満員ですので先着順とさせていただきます。お早めにお越しください。
木津川読本いよいよ製本工程　
見本印刷が完成　里山講演会で披露の予定　約70ページです。里山の会理事長の深田三郎氏の「発行にあたって」を掲載いたします。　「木津川は、恭仁京や筒木宮等、多くの歴史的遺産を流域に持ち、近世まで船を使って物や人を運ぶ等、暮らしに書かすことのできない川でした。近年、工業化と第3次産業化の進展によって、川は暮らしから少しずつ遠ざけられ、木津川で遊ぶ子供たちの姿もほとんど見られなくなりました。しかし、今でも木津川は自然豊かな川であり、植物、昆虫、魚、カメ、鳥など多様な生き物の宝庫です。木津川をもっと身近にするために、木津川についてよく学び関わっていくことが必要です。・・・・。と記しています。
各小学校に配布案内文を送付します。これまで数多くの資料を発刊してきましたが、1万冊を一度に活用するのは里山の会始まって以来のことです。副題に「木津川はどんな川？」と掲載していますように、かなり多方面から木津川を解き明かしています。きっと木津川ってこんな素晴らしい川だということが伝わり、この川をもっと大事にしていこうということが伝えられたらいいなあと思います。各小学校校長さんに案内文を添付します。皆さんのお近くの小学校にぜひ紹介してください。
「木津川読本「木津川ってどんな川？」の発刊に伴う各小学校へ贈呈について」
日頃は自然環境への関心啓発にご努力いただき誠にありがとうございます。このたび京都府地域力再生プロジェクト事業支援の助成を受けて、上記読本の完成を見ました。取組みに当たっては、各学校での環境や地元学習の際の副読本として活用いただくことを目標にして編集してまいりました。貴校におかれましてご活用いただければまことに幸いでございます。
発行部数（1万冊）に限りがございますので先着順で必要部数のご連絡をいただきますと、さっそく送付させていただきます。なお本案内状の送付範囲は、南山城地域として、木津川に隣接する自治体の小学校を、無償配布対象とさせていただいています。
私たちＮＰＯ法人やましろ里山の会は「自然を大切にする仲間の輪を大きくする」のスローガンをもとに1996年5月に発足し、2001年にＮＰＯ資格取得し、2011年には環境大臣表彰を受賞し、これまで絶滅危惧種の発見と保全管理に努めてまいりました。現在京都府の絶滅の恐れのある動植物の管理保全団体として指定を受けております。主な発刊物は「木津川はなごよみ」「京都木津川の草花たち」「京都府植物誌目録ノート」を発刊してまいりました。特に木津川に生育する植物の917種の標本化に成功し、資料保管に努めています。　定期発行物には、会誌「里山の自然」（年間2回発行：200頁35号）、「里山週刊ニュース」（毎週木曜日発行：500号に到達）などがあります。ホームページは毎週木曜日に更新しています。
